
平成八年度舳倉島僻地総合診療実施報告書

平成 八年九 月三 日

舳 倉 診 療 所 又 野 豊

平成八 年度 舳 倉 島 僻 地 総 合 診 療 は 8 月 3 日 、 4 日 及 び 、 1 0 日 、 1 1

日の ２ 週 に わ た り 行 わ れ 、 関 係 の 皆 様 の お か げ を も ち ま し て 無 事 終 了 す

るこ とが で きま した。 こ こ に厚 く御 礼 申 し上 げ ます 。

本年度の実施状況 を以下に報告い た します。

1 ． 日程 、場所

眼科

平成 8 年 8 月 3 日（土） 午後 1 時～午後 6 時

8 月 4 日 （日） 午前 9 時～午前 1 1 時 3 0 分

内科、外科（上部消化管内視鏡検査）、耳鼻咽喉科

平成 8 年 8 月 1 0 日（土）午後 1 時～午後 6 時 3 0 分

8 月 1 1 日 （日）午前 9 時～午 前 1 2 時

（外科のみ午前 7 時～午前 1 1 時 3 0 分）

舳倉島総合センター内の診療所、検査室、玄関フロア、 2階会議室

を使用 して実施 。

2 ．診療従事者

医師 4 名

内科 ：吉田 貢一医師【市立輪島病院】

外科 ：高島 一郎医師【有松中央病院】

眼科 ：山村 敏明医師【公立穴水総合病院】

耳鼻咽喉科 ：小森 貴 医師【小森耳鼻咽喉科医院】

看護婦 4 名（石川県立中央病院より 3 名 、輪島市より保健婦 1 名）

事務職 3 名

石川県庁厚生部衛生総務課 より 3 名 計 1 1 名

3 ．診療科

内科、外科（上部消化管内視鏡検査）、眼科、耳鼻咽喉科



4 ．受診状況

のべ受診者数（受診件軌 は 1 0 6 人 で、実際には 7 0 人の方が受診 さ

れま した。受診 日別 、年令 別 、性 別 の受診者 の分布 はそれぞ れ図 1 、

図 2 、図 3 の通 りで した 。

5 ．診療結果

各科の専門医の診察 の結果、総受診 1 0 6 人 中 6 8 人（6 4 ． 2 ％）

になん らかの所 見 が認 め られま した。図 4 に各科の 有所見音 数 を示 し

ま す。

6 ．診療結果に対する対応

また診 察の結果 に対 し各科 の医師 の方 々よ り以 下 のよ うな対応 、指

示 を頂 き ま した 。

内科 ：経過観察（内服の継続 を含む）５人

要精査 ５ 人

生活指導 ２ 人

外 科 ： 胃 粘 膜 生 検 施 行 ９ 人

内服 開始 あ るいは増量 ３ 人

眼科 ：経過観察（定期的な診察必要者を含 む）11人

要精査 ８ 人

いずれ手術が必要 ４ 人

診察時に処方 ９ 人

耳鼻咽喉科 ：経過観察 ５ 人

診察時に処置施行 ２ 人

診察時に処方 11人

7 ．平 成元年から本年までの 7 年間の僻地総合診療受診者の変動

また平 成元 年か ら本年度 までの 8 年 間 にお ける各科の受 診者数 との

べ受診者数（総 受診件数）の動 向 を図 5 、図 6 に示 します。 （平成 3 年 度

は実受 診者数 が正確 に確 認 出来 ませ んで したので省 かせ てい ただき ま

した 。 ）



8 ．考察

総 括
本 年度 は過去最高 の受診者 を記録 した昨年 とは異 な り、総受診者数 、

総受診件 数 とも減 少 しま した。こ れは一昨 年 に受診 者 、受診 件数 が少

なか った 原 因 と同 じ く、 エ ゴ ノ リ と りが忙 しか っ た た め に受 診 で き な

かったもの と思 われ ます。特 に前 半 の眼科 診療の際 は輪 島方 面 へほ と

んどの海女 さんが 行 ってお り、診 療時間 中 に受診 す るのが困 難 であ っ

たこ と、 ま た後 半 の総 合診 療 の際 に は第 2 日 目が エ ゴ ノ リ を漁 協 に 収

める 日 と重 な り、 それ に あ わせ て の準 備 が 忙 しい と い う状 況 で あ っ た

ようです 。 しか し受診 人数 は受診 件数 の減 少 に比 して軽度 で 、多科 で

はな く特 定 の科 にの み 受 診 す る とい う傾 向 が見 られ た よ うに思 い ます 。

総合診療 には受診 したい とい う島民の意識 の現 れ と思 われ ます。

内科

本年度 もほぼ全例 で血圧測定、検尿、血糖測定、心電図検査 を施行

しま した 。 その 中 で過 半 数 の 患 者 で何 らか の 所見 あ り と判 断 され 、 担

当医 よ り今 後 の 対 応 策 を指 示 してい た だ き ま した。

（尿所見異常 ５ 名 、 心 電 図 異 常 ２ 名 ）

ただ昨 年度 に比 べて本年 度 は受 診患者分 布 が高齢者 に片寄 ってお り

ま した。 （本年度 は 1 4 名 中 1 2 名 が 6 0 歳 以上 で した）

内科総 合診療 は第 ２ 次 予 防 と し て の 住 民 の 集 団 検 診 の 意 味 合 い を 強

めたい と ころ で す 。 そ の た め に も や は り 3 0 ～ 5 0 歳 台 の 人 を中 心 に

受診 して成 人病 を含 めた疾病 の早 期発見 を心掛 けた いの です が、対 象

者が仕 事の中心 となって家族 ぐるみで働 い ている島 民の現状 では、本

年の よ うな現 状 で も なん とか受 診 で きる よ うな状 況 を作 る必 要 が あ る

と思い ます。今 後島民に対 して、疾病 の予 防 や早期 発見 目的 とい う点

での健 診 の重要 性 につい ての患者 教育 を含 めた、診 療所側 か らのア プ

ロー チ の さ らに 必要 で あ る と痛 感 しま した 。

外科 （ 上 部 消 化 管 内 視 鏡 ）

本 年 の 受診 者 は 2 7 名 と 昨 年 を大 き く上 回 り ま した 。 これ は 島民 の

内視鏡 に 対 す る関 心 が 年 々 高 ま っ て い る こ との ほか に 、 ９ 年 に わ た り

継続 して内視鏡 を されてい る高畠 医師に対 す る、島 民の信頼 が高 ま っ



てい る こ と もあ り ま す。 特 に 第 ２ 日 目 に は 早 朝 ７ 時 か ら 診 療 開 始 と い

う こ とで 1 0 名 前 後 の 人 が す で に セ ン ター に待 っ てい る ほ どで した。

また腹 部症状 を有 する方 で内視 鏡 を受 け るよ うに指示 した方の中 に

は、胃潰 瘍等 の明 らかな病 変 が認 め られた方 もいま した。集 団検 診 と

しての内視鏡検査 であ るだ けでな く、内視 鐘の ない診療所 と内視鏡 を

受診 しに行 けない患者 との存在 す る舶倉島 では、非 常 に需要 の高 い診

療活動 であ ると思 われます。

本 年度 も有所見 者 1 3 名 中 ９ 名 に 胃 粘 膜 生 検 を 施 行 し ま し た 。 生 検

の結果 に対 す る島 民の関心 も高 く、内視鏡 、生検 と行 った一 連の診 療

活動 が 島 民 に徐 々 に定 着 しつ つ あ るよ うで喜 ば しい か ぎ りで す 。

眼 科
単科で、前半に行った眼科 は本年も受診者が最高でした。視力検査、

細隙燈顕微 鏡検 査 、眼底検 査 など を行 っていた だいた結果 、 2 9 名 に

なん らかの所 見が認 め られ 、点眼処方 、 あ るい は精密 検査 が 必要 との

指示 を頂 きま した。 また本 年 は無症候性 の眼底 出血 の患者 が偶然発 見

され、翌 々 日には担 当医師 の病 院 に てた だちに専 門治 療 を受 けるとい

うことがあ りま した。早期発 見、早 期治 療 が的確 に な された 事例 であ

り、眼科総合健診の重要性 が再認識 されま した。

眼科健 診 は島民の ス クリー ニン グとい う意 味合い の ほかに 、眼科 急

性疾患 に対 す る専 門医診療 とい うこ とや 、白内 障や糖 尿病性 網膜症 と

いった 眼科慢 性疾患 の、年 に 1 回 の フォ ローア ップ といった意味合 い

もあ り非 常に重要 な診療科 であ ります。 山村医 師の 1 0 年以 上に わ た

る眼科 診療 の継続 が あって初 めて定着 した眼科 総合診療 であ る と思 わ

れます 。

耳鼻咽喉科

舶倉 島 が海女 の 島であ るの を象 徴 す るよ うに、耳 鼻科受診 者 は本 年

も女性 が大多数 を占め ま した。内 容 も耳管 狭 窄症 や 中耳炎 、外耳炎 と

いった耳科疾 患 が中心 で した。 しか し喉頭 ファイバ ース コー プや副 鼻

腔 Ｘ 線 横 査 な ど も 行 わ れ 専 門 医 検 診 と し て か な り 充 実 し た も の で あ っ

たよ うに思 わ れ ます 。

1 0 年 以上 にわ た り総合診療 の 耳鼻咽喉科 を担当 してお られ る小 森



医師の調査 と御尽 力に より海女 の耳栓 が現在 の シ リコ ン製 の ものにな っ

て以来 、島民 の外耳 道 が きれいに なった とお聞 き しま した。総合検 診

を通 して疾病 の一次 予防が 達成 されつつ あ る点 は、島 民に と って有 益

なこと であ ります。今 後、種 々の耳鼻 咽 喉科疾 患 の二 次予防 、 ならび

に、診療 所医 師 と専 門医 との連携 に よる島民の耳鼻 咽 喉科疾 患 の フ ォ

ロー ア ップの 一 環 と して の 総 合 診 療 と して さ らに充 実 させ た い と思 い

ます。

９ ． 終 わ り に

本年度 は島民の生 活要 因 に よ り、受診者 数 が減少 しま した 。 しか し

先にも述 べ た よ うに総 合診療 に関 す る島 民の関心 が薄 れた わ けで はあ

りませ ん。今 後 は診 療 所 が 島 民 に は た ら きか け 、 よ り充 実 した総 合 診

療とな る よ うに 努 力 してい かね ば な らな い と思 い ます

また専 門医診療 によ り、診療 所 では日常診療 の中 で対処 が 困難 な疾

患 につ い て も 、的確 な診 断 と対 策 の指 示 を得 る こ とが で き ま した。

長年 にわ た り総合診療 に携 わってい ただい てい る先生 方 の御尽 力 に

ょ り、島民 の総合診療 に対 す る信 頼や希 望 も高 ま りつつ あ ります。今

後 と も総 合 診療 を末 永 く続 け て くだ さ る よ うお願 い 申 し上 げ ます 。


